
 

 

 

ヒアリング調査結果の詳細 

参考資料３－４ 



ドローンの活用事例・活用ニーズ ○:活用中　△:活用予定/検討中/試行中/テスト実績あり　×:実績無し　-:回答対象外

企業・行政機関名 分類 A B C D E F G
事業者A 事業者 △ △ △ △ ○ ○ ○
事業者B 事業者 △ △ △ △ △ × △ 　A.敷地内での不審者等の監視など警備関係で活用
事業者C 事業者 × × × ○ ○ × × 　B.屋外貯蔵タンクの目視点検の代替利用
事業者D 事業者 △ △ △ △ △ × ○ 　C.配管の腐食の目視点検の代替利用
事業者E 事業者 × × × × × × × 　D.プラント施設や煙突等の目視点検の代替利用
事業者F(事業所 事業者 × △ △ ○ × × ○ 　E.災害発生時の安全確認のための点検
事業者F(事業所 事業者 × × ○ × × × △ 　F.敷地内での建設工事の進捗確認に活用
事業者G 事業者 × △ △ ○ × × △ 　G.その他　:　内容を教えてください
事業者M 事業者 △ ○ △ ○ ○ × ×
事業者N 事業者 × × ○ ○ ○ ○ ○
事業者H 非破壊検査 - ○ ○ ○ - - ○
事業者I 非破壊検査 - ○ ○ ○ - - ○
事業者O 非破壊検査 - × ○ ○ - - ×
事業者J ドローン事業者 - - - - - - -
事業者K ドローン事業者 - - - - - - -
事業者L ドローン事業者 - - - - - - -
消防R 消防 × ○ ○ ○ ○ × ×
消防S 消防 × ○ ○ ○ ○ × ×
※消防の回答は2021年~2022年の直近1年における所轄地域の事業者からの飛行計画の提出有無の状況の調査結果

分類 ラベル 評価 敷地内
監視

タンク点
検

配管点
検

施設、煙
突点検

災害時
安全確
認

工事管
理

その他

事業者 運用中 ○ 0 1 2 5 4 2 4
事業者 実証実験まで △ 4 5 6 3 2 0 3
事業者 実績なし × 6 4 2 2 4 8 3
非破壊検査 サービス提供中 ○ 0 2 3 3 0 0 2
非破壊検査 実証実験まで △ 0 0 0 0 0 0 0
非破壊検査 実績なし × 0 1 0 0 0 0 1

回答数 10 13 13 13 10 10 13
図1-1 事業者の活用状況 図1-2 非破壊検査業者の活用状況

※設問A,E,Fは回答対象外
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タンク点検 配管点検 施設、煙突点検 その他

サービス提供中 ○ 実証実験まで △ 実績なし ×



個数 / 課題Lv2 企業・行政機関

事業者 非破壊検査 ドローン事業者
エンジニアリング

事業者
消防

A B C D E F G M N H I O J K L P Q R S 事業者
非破壊検

査
ドローン事

業者
エンジニアリ
ング事業者

消防 総計

ソフト的な技術問題
撮影画像から腐食・損傷の状態や程度の
判断が難しい

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7 2 1 1 0 11

ドローンやカメラの位置情報から腐食・損傷
の位置情報取得が難しい

○ 0 1 0 0 0 1

ドローン撮影成果のまとめ方や経年変化を
見越した活用方法等が明確になっていない

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 5 1 2 1 0 9

ドローンの適切な飛行ルート、撮影ポイント
作成がむずかしい

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 5 1 3 0 0 9

ハード的な技術問題 飛行時間が短い ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6 1 0 0 0 7

タンクや施設にぶつからない為の機能が必
要

○ ○ ○ 2 0 1 0 0 3

腐食部の表面を覆う汚れやサビの除去がで
きない

○ ○ 1 1 0 0 0 2

ドローンに搭載したセンサーで肉厚や腐食の
サイズ、深さを計測したい

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 5 2 1 0 0 8

耐風性能が不安、強風での飛行が難しい ○ ○ ○ ○ 3 1 0 0 0 4

ドローンに搭載したセンサーでガス検知した
い

○ ○ 2 0 0 0 0 2

タンク近接時のGPS飛行が不安定になる ○ ○ 1 0 1 0 0 2

カメラ性能の向上が必要 ○ ○ ○ ○ ○ 5 0 0 0 0 5

リアルタイム映像は画質やタイムラグ等の問
題で活用が難しい

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6 1 2 0 0 9

撮影方法の課題
照明の明るさ等周辺環境で画像の判断が
難しい

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6 3 0 0 0 9

適切な撮影（角度、枚数、撮影距離、ブ
レなど）をしないと腐食の判断がむずかしい

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 5 1 1 1 0 8

安全対策への問題 落下時の安全対策に不安がある ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3 3 0 0 1 7

衝突回避機能が必要 ○ ○ ○ ○ ○ 2 0 3 0 0 5

パイロット技術の課題 パイロットの育成が大変 ○ ○ ○ ○ ○ 3 1 1 0 0 5

その他の課題 ドローンでの検査を行うには費用が高い ○ ○ ○ 2 0 1 0 0 3

ドローン点検と目視点検の比較（コスト、
期間）ができていない

○ ○ ○ 3 0 0 0 0 3

ドローンを活用すると2重のコストがかかる可
能性がある

○ ○ 1 1 0 0 0 2

所轄消防の判断により、ドローンの飛行が
許可してもらえない（可能性がある）

○ ○ ○ ○ 1 1 1 0 1 4

防爆の規定により危険エリアでドローンを飛
行できない

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6 3 1 0 0 10

航空法・電波法などでドローンを飛行させら
れない

○ ○ 1 1 0 0 0 2

飛行できる可能性はあるものの、危険区域
の評価が進んでおらず飛行できない

○ ○ ○ ○ 3 0 0 0 1 4

検査の評価ルールをドローン活用に合わせ
て変更が必要

○ ○ ○ 0 1 2 0 0 3

既存点検者の雇用、配置換えなど ○ 0 0 1 0 0 1

社内においてドローン活用した運用を行う
体制ができていない

○ ○ 2 0 0 0 0 2

近隣との調整が大変 ○ 1 0 0 0 0 1

既存の目視点検の課題（ドローン点検の
課題ではない）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 8 3 0 0 0 11

総計 14 15 9 14 7 6 18 6 6 10 11 8 11 6 5 1 2 1 2 95 29 22 3 3 152

* ※エンジニアリング事業者へはドローン飛行についての課題をのヒアリングを行っていないため、参考情報

新技術を活用した屋外貯蔵タンクの効果的な予防保全に関する調査検討会　ヒアリング結果一覧

○の個数 集計



ドローンの活用事例・活用ニーズ

1. 定期点検 2. 開放点検 3. 足場等設置する/設置しない
場合の差分

事業者 規模 日数 費用 規模 日数 費用 日数 費用

事業者A 100,000kl以
上

1日 100万円未満 100,000kl以
上

1～2ヵ月 100～499万
円

数時間 10万円未満

事業者B 10,000～
99,999kl

数時間 100万円未満 10,000～
99,999kl

1～2ヵ月 1000万円以上 1日 10～99万円

事業者C 100,000kl以
上

2日以上 100～499万
円

100,000kl以
上

3ヶ月以上 1000万円以上 具体差分は不
明だが期間差は

有

具体差分は不
明だがコスト差

は有事業者D 1,000～
9,999kl

1日 100万円未満 1,000～
9,999kl

3ヶ月以上 500～999万
円

1～2ヵ月 100～499万
円

事業者E 100,000kl以
上

1日 100～499万
円

100,000kl以
上

1ヵ月未満 100～499万
円

- 100～499万
円

事業者F（事業所①） 1,000～
9,999kl

- 1000万円以上 1,000～
9,999kl

3ヶ月以上 1000万円以上 1～2ヵ月 500～999万
円

事業者F（事業所②） 1,000～
9,999kl

1日 100～499万
円

1,000～
9,999kl

1～2ヵ月 1000万円以上 1～2ヵ月 1000万円以上

事業者G 1,000～
9,999kl

- 1000万円以上 1,000～
9,999kl

- 1000万円以上 3ヶ月以上 1000万円以上

事業者G 1,000kl未満 - 1000万円以上 1,000kl未満 - 1000万円以上 - -

事業者G 1,000kl未満 - 500～999万
円

1,000kl未満 1～2ヵ月 1000万円以上 - -

事業者G 1,000～
9,999kl

- 1000万円以上 1,000～
9,999kl

1～2ヵ月 1000万円以上 1～2ヵ月 1000万円以上

事業者G 1,000kl未満 - 1000万円以上 1,000kl未満 1～2ヵ月 1000万円以上 - -

事業者G 1,000kl未満 - 500～999万
円

1,000kl未満 1～2ヵ月 1000万円以上 - -

事業者M 10,000～
99,999kl

2日以上 - 10,000～
99,999kl

1ヵ月未満 100～499万
円

無し 100～499万
円

事業者M 100,000kl以
上

2日以上 - 100,000kl以
上

1ヵ月未満 100～499万
円

- -

事業者M 100,000kl以
上

2日以上 - 100,000kl以
上

1ヵ月未満 100～499万
円

- -

事業者N 1000kl～
40,000kl

- - 1000kl～
40,000kl

1～2ヵ月 - - -

※点検作業に必要なコストについて調査。足
場の設置有無による費用の差額についても
併せて調査



ドローン活用可能点検項目・実績

【活用可能と考える項目】 ○:活用可能と考える　△:一部活用可能と考える　-:未回答
【活用実績の有無】 有:活用実績有　-:未回答 集計

活用可能と
考える項目

活用実績の
有無

活用可能と
考える項目

活用実績の
有無

活用可能と
考える項目

事業者の活
用を把握し
ている項目

活用可能と
考える項目

活用実績の
有無

点検項目_Lv1
点検項目

_Lv2
点検内容 点検方法

活用可能と
考える項目

活用実績の
有無

活用可能と
考える項目

活用実績の
有無

活用可能と
考える項目

活用実績の
有無

活用可能と
考える項目

活用実績の
有無

活用可能と
考える項目

活用実績の
有無

活用可能と
考える項目

活用実績の
有無

活用可能と
考える項目

活用実績の
有無

活用可能と
考える項目

活用実績の
有無

活用可能と
考える項目

活用実績の
有無

活用可能と
考える項目

活用実績の
有無

活用可能と
考える項目

活用実績の
有無

活用可能と
考える項目

活用実績の
有無

活用可能と
考える項目

活用実績の
有無

活用可能と
考える項目

事業者の活
用を把握し
ている項目

活用可能と
考える項目

事業者の活
用を把握し
ている項目

○ 有 ○ 有 ○ 有 ○ 有

保安物件新設
等の有無

目視（該当物
件がある場合
は実測）

○ 有 ○ 無 - - - - ○ 無 ○ 無 無 ○ ○ 無 ○ 無 4 1 1 0 1 0 6 1

代替措置の塀
にあっては損傷
の有無

目視 △ 無 - - - - ○ 無 ○ 無 無 ○ ○ 無 ○ 無 2 0 2 0 0 0 4 0

代替施設の水
幕設備にあって
は水幕設備点
検表による

- - - - ○ 無 無 ○ 1 0 1 0 0 0 2 0

許可外物件存
置の有無

目視 ○ 有 ○ 無 - - - - ○ 無 無 ○ ○ 無 ○ 無 ○ 無 3 1 2 0 1 0 6 1

代替施設の冷
却用散水設備
にあっては冷却
用散水設備点
検表による

- - - - ○ 無 無 ○ 1 0 1 0 0 0 2 0

タ ン ク の
不 等 沈

下
ー

不等沈下の有
無

レベル計等によ
る沈下測定 ＊
注１

× - - - - 無 0 0 0 0 0 0 0 0

犬走り、法面及
びコンクリートリ
ングの損傷の有

目視 ○ 無 △ 無 - - - - ○ 無 ○ 無 無 ○ 無 ○ 無 3 0 1 0 0 0 4 0

水抜管の目づ
まりの有無

目視 × - - - - ○ 無 無 ○ 無 1 0 0 0 0 0 1 0

漏えいの有無 目視 ○ 無 ○ - - - - ○ 無 ○ 無 無 ○ 無 4 0 0 0 0 0 4 0

張出部の変
形、亀裂の有

目視 ○ 無 ○ 無 - - - - ○ 無 ○ 無 無 ○ 無 ○ 無 4 0 1 0 0 0 5 0

張出部のめり込
み、浮き上が
り、土砂堆積､
滞水の有無

目視 ○ 無 ○ 無 - - - - ○ 無 ○ 無 無 ○ 無 ○ 無 4 0 1 0 0 0 5 0

張出部の塗装
状況及び腐食
の有無

目視（著しい
腐食が認められ
た箇所は、計
器による肉厚
測定）

○ 無 ○ 無 - - - - ○ 無 ○ 無 無 ○ 無 4 0 1 0 0 0 5 0

固定ボルトの腐
食､ゆるみ等の
有無

目視又はハン
マーテスト等に
よる。

× - - - - 無 0 0 0 0 0 0 0 0

雨
水

変形､亀裂､剥
離等の有無

目視 ○ 無 - - - - ○ 無 ○ 無 無 ○ 無 3 0 0 0 0 0 3 0

漏えいの有無 目視 ○ 無 - - - - ○ 無 ○ 無 無 ○ 無 3 0 0 0 0 0 3 0
腐食､変形､損
傷の有無

目視 ○ 無 - - - - ○ 無 ○ 無 無 ○ 無 3 0 0 0 0 0 3 0

取付部廻り底
板の腐食の有
無

目視 - - - - ○ 無 無 1 0 0 0 0 0 1 0

ピットの損傷､
滞油､滞水､土
砂等の堆積の
有無

目視 - - - - ○ 無 無 1 0 0 0 0 0 1 0

水抜管とピットと
の間隔の適否

目視 - - - - ○ 無 無 1 0 0 0 0 0 1 0

ドレン受け口の
閉鎖状況

目視 - - - - ○ 無 無 1 0 0 0 0 0 1 0

側
板

漏えいの有無 目視

○（堤内へ
の漏洩の

み:滲みは
不可）

有 ○ 無 ○ 無 ○ 無 - - - - ○ 無 ○ 無 ○ 無 ○ ○ ○ 有 ○ 無 ○ 有 ○ 無 6 1 4 1 1 1 11 3

変形､亀裂の
有無

目視
○（大きな
変形・損傷
に限る）

有 ○ 無 ○ 無 ○ 無 ○ 無 - - - - ○ 無 ○ 無 ○ 無 ○ ○ ○ 有 ○ 無 ○ 有 7 1 4 1 1 1 12 3

塗装状況及び
腐食の有無

目視（著しい
腐食が認められ
た箇所は、計
器による肉厚
測定）

○ 無 ○ 無 ○ 無 ○ 無 ○ 無 - - - - ○ 無 ○ 有 ○ 無 ○ ○ ○ 有 ○ 有 ○ 有 8 1 4 2 1 1 13 4

ノズル(水抜
管を含む)　､
マンホール等

漏えいの有無 目視

○（堤内へ
の漏洩の

み:滲みは
不可）

有 ○ 無 ○ 無 - - - - ○ 無 ○ 無 ○ 無 ○ ○ ○ 無 ○ 無 ○ 無 5 1 3 0 1 0 9 1

変形､損傷の
有無

目視
○（大きな
変形・損傷
に限る）

有 ○ 無 ○ 無 - - - - ○ 無 ○ 無 ○ 無 ○ ○ ○ 無 ○ 無 ○ 無 5 1 3 0 1 0 9 1

取付けボルトの
折損等の有無

目視 × ○ 無 ○ 無 - - - - ○ 無 ○ 無 無 ○ ○ ○ 無 ○ 無 4 0 3 0 1 0 8 0

塗装状況及び
腐食の有無

目視(著しい腐
食が認められた
箇所は、計器
による肉厚測

○(上部の
み)

無 ○ 無 ○ 無 - - - - ○ 無 ○ 無 ○ 無 ○ ○ ○ 無 ○ 無 5 0 3 0 1 0 9 0

断線の有無 目視 × ○ 無 - - - - ○ 無 ○ 無 無 ○ 無 3 0 0 0 0 0 3 0

取付け部のゆ
るみ等の有無

目視 × - - - - ○ 無 無 1 0 0 0 0 0 1 0

接地抵抗値の
適否

接地抵抗計に
よる測定

× - - - - 無 0 0 0 0 0 0 0 0

変形､損傷の
有無

目視
○（大きな
変形・損傷
に限る）

有 ○ 無 ○ 無 ○ 無 ○ 無 - - - - ○ 無 ○ 無 ○ 無 ○ ○ ○ ○ 無 ○ 無 ○ 無 7 1 4 0 1 0 12 1

塗装状況及び
腐食の有無

目視 ○ 無 ○ 無 ○ 無 ○ 無 ○ 無 - - - - ○ 無 ○ 無 ○ 無 ○ ○ ○ ○ 無 ○ 無 ○ 無 8 0 4 0 1 0 13 0

漏えいの有無 目視

○（堤内へ
の漏洩の

み:滲みは
不可）

有 ○ 無 ○ 無 ○ 無 - - - - ○ 無 ○ 無 ○ 無 ○ ○ 有 ○ 無 ○ 有 ○ 無 6 1 3 1 1 1 10 3

変形､亀裂の
有無

目視
○（大きな
変形・損傷
に限る）

有 ○ 無 ○ 無 ○ 無 - - - - ○ 無 ○ 無 ○ 無 ○ △ ○ 無 ○ 有 ○ 無 6 1 2 0 1 1 9 2

塗装状況及び
腐食の有無

目視(著しい腐
食が認められた
箇所は、計器
による肉厚測

○ 無 ○ 無 ○ 無 ○ 無 - - - - ○ 無 ○ 無 ○ 無 ○ ○ 無 ○ 無 ○ 有 7 0 3 0 1 1 11 1

排水状況 目視 ○ 有 ○ 無 ○ 無 ○ 無 - - - - ○ 無 ○ 無 ○ 無 ○ 有 ○ 無 ○ 無 7 1 1 1 1 0 9 2

非破壊検査 消防

底部

底板
(アニュラ板を

含む)

水抜管等

側

板

部

タンクアース

ウインドガー
ター及び階段

屋根板

ー保安距離

保有空地 ー

基礎 ー

消防S

事業者 非破壊検査 消防 全体

事業者N 事業者H 事業者I 事業者O 消防R事業者E 事業者F（事業所①） 事業者F（事業所②） 事業者G 事業者M

※屋外貯蔵タンクの定期点検および開放点検でドローンの活用を考えられる
点検項目について平成３年48号通知の点検表を用いて調査。これまでのタ
ンク点検におけるドローンの活用実績についても併せて調査。消防へは事業
者の活用状況で把握しているものをヒアリング。

事業者A 事業者B 事業者C 事業者D

事業者



活用可能と
考える項目

活用実績の
有無

活用可能と
考える項目

活用実績の
有無

活用可能と
考える項目

事業者の活
用を把握し
ている項目

活用可能と
考える項目

活用実績の
有無

点検項目_Lv1
点検項目

_Lv2
点検内容 点検方法

活用可能と
考える項目

活用実績の
有無

活用可能と
考える項目

活用実績の
有無

活用可能と
考える項目

活用実績の
有無

活用可能と
考える項目

活用実績の
有無

活用可能と
考える項目

活用実績の
有無

活用可能と
考える項目

活用実績の
有無

活用可能と
考える項目

活用実績の
有無

活用可能と
考える項目

活用実績の
有無

活用可能と
考える項目

活用実績の
有無

活用可能と
考える項目

活用実績の
有無

活用可能と
考える項目

活用実績の
有無

活用可能と
考える項目

活用実績の
有無

活用可能と
考える項目

活用実績の
有無

活用可能と
考える項目

事業者の活
用を把握し
ている項目

活用可能と
考える項目

事業者の活
用を把握し
ている項目

○ 有 ○ 有 ○ 有 ○ 有

非破壊検査 消防

消防S

事業者 非破壊検査 消防 全体

事業者N 事業者H 事業者I 事業者O 消防R事業者E 事業者F（事業所①） 事業者F（事業所②） 事業者G 事業者M事業者A 事業者B 事業者C 事業者D

事業者

引火防止装置
の損傷､目づま
り､腐食の有無

目視（ただし､
外部から点検
不能の場合は､
取り外して行
う。）

× ○ 無 ○ 無 - - - - ○ 無 ○ 無 3 0 1 0 0 0 4 0

弁の作動状況
（大気弁付通
気管、リムベン
ト）

作動確認 × - - - - ○ 無 無 1 0 0 0 0 0 1 0

管内障害物の
有無

目視 × - - - - ○ 無 無 1 0 0 0 0 0 1 0

塗装状況及び
腐食の有無

目視
○(全部は

×)
無 ○ 無 ○ 無 - - - - ○ 無 ○ 無 ○ 無 ○ 無 ○ 無 ○ 無 5 0 1 0 1 0 7 0

バードスクリーン
の損傷及び目
詰りの有無
（大気弁付通
気管、リムベン

目視 × ○ 無 ○ 無 - - - - ○ 無 ○ 無 3 0 0 0 0 0 3 0

変形､亀裂､隙
間の有無

目視
○（大きな
変形・損傷
に限る）

有 ○ 無 ○ 無 - - - - ○ 無 ○ 無 ○ 無 ○ 無 5 1 1 0 0 0 6 1

塗装状況及び
腐食の有無

目視 ○ 無 ○ 無 ○ 無 - - - - ○ 無 ○ 無 ○ 無 ○ 無 ○ 無 6 0 1 0 0 0 7 0

周囲汚損の有
無

目視 ○ 無 ○ 無 ○ 無 - - - - ○ 無 ○ 無 ○ 無 ○ 無 ○ 無 6 0 1 0 0 0 7 0

変形、損傷の
有無

目視
○（大きな
変形・損傷
に限る）

有 ○ 無 ○ 無 - - - - ○ 無 ○ 無 ○ 無 ○ 無 ○ 無 ○ 無 5 1 1 0 1 0 7 1

側板との接触
状況

目視 × ○ 無 - - - - ○ 無 ○ 無 無 ○ 無 ○ 無 ○ 無 3 0 1 0 1 0 5 0

変形、損傷の
有無

目視 × - - - - ○ 無 ○ 無 ○ 無 2 0 1 0 0 0 3 0

側板との接触
状況

目視 × - - - - ○ 無 無 ○ 無 1 0 1 0 0 0 2 0

ドレン機能の適
否

目視 ○ 無 ○ 無 - - - - ○ 無 ○ 無 ○ 無 4 0 0 0 0 0 4 0

集水口付近の
油のにじみの有
無

目視 × △ 無 ○ 無 - - - - ○ 無 ○ 無 ○ 無 ○ 無 ○ 無 4 0 1 0 0 0 5 0

詰まりの有無 目視 × ○ 無 - - - - ○ 無 ○ 無 無 ○ 無 3 0 0 0 0 0 3 0
集水口の腐食
の有無

目視 × ○ 無 - - - - ○ 無 ○ 無 ○ 無 ○ 無 ○ 無 4 0 1 0 0 0 5 0

排水の油混入
の有無

目視 × - - - - ○ 無 ○ 無 無 ○ 無 2 0 0 0 0 0 2 0

ドレン機能の適
否
（水封式のも
のにあっては適
正水量の確

目視（水封式
のものにあって
は、ウォーターリ
ボンなどによる
確認）

× - - - - 無 0 0 0 0 0 0 0 0

詰まりの有無 目視 × - - - - ○ 無 無 ○ 無 1 0 0 0 0 0 1 0
集水口の腐食
の有無

目視 × ○ 無 - - - - ○ 無 ○ 無 ○ 無 ○ 無 3 0 1 0 0 0 4 0

漏えいの有無 目視 × - - - - ○ 無 ○ 無 ○ 無 2 0 1 0 0 0 3 0
変形､亀裂の
有無

目視 × - - - - ○ 無 ○ 無 △ ○ 無 2 0 1 0 0 0 3 0

塗装状況及び
腐食の有無

目視 × - - - - ○ 無 ○ 無 ○ ○ 有 ○ 無 ○ 無 2 0 3 1 0 0 5 1

変形、傾斜の
有無

目視
○(全部は

×)
有 ○ 無 ○ 無 - - - - ○ 無 ○ 無 ○ 無 ○ ○ 無 ○ 無 ○ 無 5 1 3 0 0 0 8 1

腐食の有無 目視
○(全部は

×)
無 ○ 無 ○ 無 - - - - ○ 無 ○ 無 ○ 無 ○ ○ 無 ○ 無 5 0 2 0 0 0 7 0

ローラとの間隙
の適否

目視 × - - - - 無 ○ ○ 無 0 0 1 0 0 0 1 0

変形､亀裂の
有無

目視
○(全部は

×)
有 ○ 無 ○ 無 - - - - ○ 無 ○ 無 ○ 無 ○ △ 有 ○ 無 ○ 無 5 1 1 1 1 0 7 2

塗装状況及び
腐食の有無

目視
○(全部は

×)
無 ○ 無 ○ 無 - - - - ○ 無 ○ 無 ○ 無 ○ ○ 有 ○ 無 ○ 無 5 0 2 1 1 0 8 1

作動機能の適
否

目視 × - - - - 無 ○ 0 0 1 0 0 0 1 0

断線の有無 目視 × ○ 無 ○ 無 - - - - ○ 無 ○ 無 無 ○ 無 4 0 0 0 0 0 4 0

取付部のゆる
み等の有無

目視 × - - - - 無 0 0 0 0 0 0 0 0

損傷の有無 目視 × ○ 無 ○ 無 ○ 無 - - - - ○ 無 ○ 無 ○ 無 ○ 無 6 0 0 0 0 0 6 0

取付部のゆる
み等の有無

目視 × 無 - - - - 無 0 0 0 0 0 0 0 0

作動､指示状
況

目視 × 無 - - - - ○ 無 無 1 0 0 0 0 0 1 0

損傷の有無 目視 × ○ 無 - - - - ○ 無 ○ 無 ○ 無 ○ 無 ○ 無 ○ 無 4 0 1 0 1 0 6 0
取付部のゆる
み等の有無

目視 × 無 - - - - ○ 無 無 1 0 0 0 0 0 1 0

作動､指示状
況

目視 × 無 - - - - ○ 無 無 1 0 0 0 0 0 1 0

損傷の有無 目視 × ○ 無 - - - - ○ 無 ○ 無 ○ 無 ○ 無 ○ 無 3 0 1 0 1 0 5 0
取付部のゆる
み等の有無

目視 × 無 - - - - 無 0 0 0 0 0 0 0 0

作動､指示状
況

目視 × 無 - - - - ○ 無 無 1 0 0 0 0 0 1 0

損傷の有無 目視 × △ 無 ○ 無 ○ 無 - - - - ○ 無 ○ 無 ○ 無 ○ 無 ○ 無 5 0 1 0 0 0 6 0

機能の適否 作動確認 × 無 - - - - 無 0 0 0 0 0 0 0 0

屋

根

部

通気管（大
気弁付

通気管、リム
ベン

ト､オートマチッ
ク

ブリダーベン
ト）

検尺口､
サンプリング

口､
マンホール

ウェザーシール
ド

シール機構

ルーフドレン

エマージェン
シー
ドレン

ポンツーン

ガイドポール

ローリングラ
ダー

ルーフアース

液量自動表
示装置

温度計

圧力計

液面上(下)
限

警報装置



活用可能と
考える項目

活用実績の
有無

活用可能と
考える項目

活用実績の
有無

活用可能と
考える項目

事業者の活
用を把握し
ている項目

活用可能と
考える項目

活用実績の
有無

点検項目_Lv1
点検項目

_Lv2
点検内容 点検方法

活用可能と
考える項目

活用実績の
有無

活用可能と
考える項目

活用実績の
有無

活用可能と
考える項目

活用実績の
有無

活用可能と
考える項目

活用実績の
有無

活用可能と
考える項目

活用実績の
有無

活用可能と
考える項目

活用実績の
有無

活用可能と
考える項目

活用実績の
有無

活用可能と
考える項目

活用実績の
有無

活用可能と
考える項目

活用実績の
有無

活用可能と
考える項目

活用実績の
有無

活用可能と
考える項目

活用実績の
有無

活用可能と
考える項目

活用実績の
有無

活用可能と
考える項目

活用実績の
有無

活用可能と
考える項目

事業者の活
用を把握し
ている項目

活用可能と
考える項目

事業者の活
用を把握し
ている項目

○ 有 ○ 有 ○ 有 ○ 有

非破壊検査 消防

消防S

事業者 非破壊検査 消防 全体

事業者N 事業者H 事業者I 事業者O 消防R事業者E 事業者F（事業所①） 事業者F（事業所②） 事業者G 事業者M事業者A 事業者B 事業者C 事業者D

事業者

漏えいの有無
目視又は＊注
２

○（堤内へ
の漏洩の

み:滲みは
不可）

有 ○ 無 ○ 無 ○ 無 - - - - ○ 無 ○ 無 ○ 無 ○ ○ 無 ○ 有 6 1 2 0 1 1 9 2

変形､損傷の
有無

目視
○(全部は

×)
有 ○ 無 ○ 無 ○ 無 - - - - ○ 無 ○ 無 ○ 無 ○ ○ 無 ○ 有 ○ 無 6 1 2 0 1 1 9 2

塗装状況及び
腐食の有無

目視（著しい
腐食が認められ
た箇所は、計
器による肉厚
測定）

○(上部の
み)

無 ○ 無 ○ 無 ○ 無 - - - - ○ 無 ○ 無 ○ 無 ○ △ ○ 無 ○ 有 6 0 2 0 1 1 9 1

地面との離隔
状況

目視 × ○ 無 ○ 無 - - - - ○ 無 無 ○ 無 3 0 0 0 0 0 3 0

漏えいの有無 目視

○（堤内へ
の漏洩の

み:滲みは
不可）

有 ○ 無 ○ 無 ○ 無 - - - - ○ 無 ○ 無 ○ 無 ○ 無 ○ 有 ○ 無 6 1 1 0 1 1 8 2

変形､損傷の
有無

目視
○(全部は

×)
有 ○ 無 ○ 無 ○ 無 - - - - ○ 無 ○ 無 ○ 無 ○ 無 ○ 有 ○ 無 6 1 1 0 1 1 8 2

塗装状況及び
腐食の有無

目視
○(上部の

み)
無 ○ 無 ○ 無 ○ 無 - - - - ○ 無 ○ 無 ○ 無 ○ 無 ○ 有 ○ 無 6 0 1 0 1 1 8 1

バルブ開閉機
能の適否

目視 × ○ 無 - - - - 無 1 0 0 0 0 0 1 0

フランジボルトの
ゆるみ等の有
無

目視(ゆるみの
有無について
は、ハンマーテス
ト等による)

× ○ 無 - - - - 無 1 0 0 0 0 0 1 0

漏えいの有無 目視 × ○ 無 ○ 無 ○ 無 - - - - ○ 無 ○ 無 ○ 無 ○ 無 5 0 1 0 0 0 6 0
変形､損傷の
有無

目視 × ○ 無 ○ 無 ○ 無 - - - - ○ 無 ○ 無 ○ 無 ○ 無 5 0 1 0 0 0 6 0

接地電極損傷
の有無

目視 × △ 無 ○ 無 - - - - ○ 無 無 ○ 無 2 0 0 0 0 0 2 0

接地抵抗値の
適否

接地抵抗計に
よる測定

× ○ 無 - - - - 無 1 0 0 0 0 0 1 0

固定の状況 目視 × ○ 無 - - - - ○ 無 ○ 無 ○ 無 ○ ○ 有 4 0 1 0 1 1 6 1
変形､損傷の
有無

目視 × △ 無 ○ 無 ○ 無 - - - - ○ 無 ○ 無 ○ 無 ○ ○ 無 ○ 有 ○ 無 5 0 2 0 1 1 8 1

塗装状況及び
腐食の有無

目視 × △ 無 ○ 無 ○ 無 - - - - ○ 無 ○ 無 ○ 無 ○ ○ 無 ○ 有 ○ 無 5 0 2 0 1 1 8 1

滞油､滞水､土
砂等の堆積の
有無

目視 × ○ 無 - - - - ○ 無 無 2 0 0 0 0 0 2 0

亀裂､損傷等
の有無

目視 × ○ 無 - - - - ○ 無 無 2 0 0 0 0 0 2 0

漏えいの有無 目視 × ○ 無 ○ 無 ○ 無 - - - - ○ 無 ○ 無 ○ 無 ○ 無 ○ 無 6 0 1 0 0 0 7 0

塗装状況及び
腐食の有無

目視 ○ 無 ○ 無 ○ 無 ○ 無 - - - - ○ 無 ○ 無 ○ 無 ○ 無 ○ 無 7 0 1 0 0 0 8 0

機能の適否 作動確認 × ○ 無 - - - - 無 1 0 0 0 0 0 1 0

漏えいの有無 目視 × ○ 無 ○ 無 - - - - ○ 無 ○ 無 無 ○ 無 ○ 無 4 0 1 0 0 0 5 0

変形､損傷の
有無

目視 × ○ 無 ○ 無 ○ 無 - - - - ○ 無 ○ 無 無 ○ 無 ○ 無 5 0 1 0 0 0 6 0

異音､異常振
動､異常発熱
の有無

目視 × - - - - ○ 無 ○ 無 無 2 0 0 0 0 0 2 0

塗装状況及び
腐食の有無

目視 × ○ 無 ○ 無 ○ 無 - - - - ○ 無 ○ 無 無 ○ 無 ○ 無 5 0 1 0 0 0 6 0

ポンプ取付基
礎の亀裂､損
傷の有無

目視 × △ 無 ○ 無 - - - - ○ 無 ○ 無 無 ○ 無 3 0 0 0 0 0 3 0

固定ボルトの腐
食、ゆるみ等の
有無

目視又はハン
マーテスト等に
よる。

× △ 無 - - - - 無 0 0 0 0 0 0 0 0

断線の有無 目視 × ○ 無 ○ 無 - - - - ○ 無 ○ 無 無 ○ 無 4 0 0 0 0 0 4 0

取付部のゆる
み等の有無

目視 × - - - - ○ 無 無 1 0 0 0 0 0 1 0

接地抵抗値の
適否

接地抵抗計に
よる測定

× - - - - 無 0 0 0 0 0 0 0 0

亀裂､損傷等
の有無

目視 × △ 無 ○ 無 ○ 無 - - - - ○ 無 無 ○ 無 3 0 0 0 0 0 3 0

滞油､滞水､土
砂等の堆積の
有無

目視 × △ 無 ○ 無 - - - - ○ 無 無 ○ 無 2 0 0 0 0 0 2 0

屋根､壁､床､
防火戸等の亀
裂、損傷等の
有無

目視 ○(外観) 無 ○ 無 ○ 無 - - - - ○ 無 ○ 無 ○ ○ 有 ○ 無 ○ 無 4 0 3 1 0 0 7 1

換気･排出設
備等の損傷の
有無及び機能
の適否

目視及び作動
確認

× - - - - ○ 無 ○ ○ 無 1 0 2 0 0 0 3 0

照明設備の損
傷の有無

目視 × - - - - ○ 無 無 ○ 無 1 0 1 0 0 0 2 0

ポ

ン

プ

設

備

ポンプ

ポンプアース

囲い、床、た
めます、油分

離装置

建屋及び附
属設備

配管バルブ等

配管
(可撓部を含

む。)

フランジ、バル
ブ等

注入口

ラック、サポー
ト

配管ピット

エアー抜き
（ドレンを含

む。）



活用可能と
考える項目

活用実績の
有無

活用可能と
考える項目

活用実績の
有無

活用可能と
考える項目

事業者の活
用を把握し
ている項目

活用可能と
考える項目

活用実績の
有無

点検項目_Lv1
点検項目

_Lv2
点検内容 点検方法

活用可能と
考える項目

活用実績の
有無

活用可能と
考える項目

活用実績の
有無

活用可能と
考える項目

活用実績の
有無

活用可能と
考える項目

活用実績の
有無

活用可能と
考える項目

活用実績の
有無

活用可能と
考える項目

活用実績の
有無

活用可能と
考える項目

活用実績の
有無

活用可能と
考える項目

活用実績の
有無

活用可能と
考える項目

活用実績の
有無

活用可能と
考える項目

活用実績の
有無

活用可能と
考える項目

活用実績の
有無

活用可能と
考える項目

活用実績の
有無

活用可能と
考える項目

活用実績の
有無

活用可能と
考える項目

事業者の活
用を把握し
ている項目

活用可能と
考える項目

事業者の活
用を把握し
ている項目

○ 有 ○ 有 ○ 有 ○ 有

非破壊検査 消防

消防S

事業者 非破壊検査 消防 全体

事業者N 事業者H 事業者I 事業者O 消防R事業者E 事業者F（事業所①） 事業者F（事業所②） 事業者G 事業者M事業者A 事業者B 事業者C 事業者D

事業者

亀裂､損傷等
の有無

目視
○（大きな
亀裂・損傷
に限る）

有 △ 無 ○ 無 ○ 無 - - - - ○ 無 ○ 無 無 ○ 無 ○ 無 4 1 1 0 0 0 5 1

目地の脱落等
の有無

目視 × ○ 無 ○ 無 ○ 無 - - - - ○ 無 ○ 無 無 ○ 無 5 0 0 0 0 0 5 0

波打ち､傾斜の
有無

目視(著しい場
合は、レベル計
等による測定)

○（大きな
波打・傾斜
に限る）

有 - - - - 無 ○ 無 0 1 1 0 0 0 1 1

基礎部分の洗
掘の有無

目視 × - - - - ○ 無 無 ○ 無 1 0 0 0 0 0 1 0

堤内雑草その
他の不必要な
物件の存置の
有無

目視 ○ 無 ○ 無 ○ 無 ○ 無 - - - - ○ 無 ○ 無 無 ○ 無 ○ 無 6 0 1 0 0 0 7 0

開閉状況の適
否

目視 × - - - - 無 0 0 0 0 0 0 0 0

損傷の有無 目視 × ○ 無 - - - - ○ 無 無 ○ 無 2 0 0 0 0 0 2 0
泥等の詰まりの
有無

目視 × - - - - ○ 無 無 ○ 無 1 0 0 0 0 0 1 0

機能の適否 作動確認 × - - - - 無 0 0 0 0 0 0 0 0
開放状況確認
装置の機能の
適否

作動確認 × - - - - 無 0 0 0 0 0 0 0 0

亀裂､損傷等
の有無

目視 × ○ 無 - - - - ○ 無 無 ○ 無 ○ 無 2 0 1 0 0 0 3 0

滞油､滞水､土
砂等の堆積の
有無

目視 × - - - - ○ 無 無 ○ 無 ○ 無 1 0 1 0 0 0 2 0

流出危険物自
動検知装置の
機能の適否

作動確認 × - - - - 無 0 0 0 0 0 0 0 0

防
油
堤
の

変形､損傷の
有無

目視 ○ 無 ○ 無 ○ 無 - - - - ○ 無 ○ 無 無 ○ 無 ○ 無 5 0 1 0 0 0 6 0

配線及び機器
の損傷の有無

目視 × ○ 無 - - - - ○ 無 無
△（赤外

線）
○ 無 2 0 1 0 0 0 3 0

機能の適否 作動確認 × - - - - 無 0 0 0 0 0 0 0 0

標識、掲
示 板

ー

取付状況､記
載事項の適否
及び損傷､汚
損の有無

目視 × ○ 無 ○ 無 - - - - ○ 無 ○ 無 無 ○ 無 4 0 1 0 0 0 5 0

消
火
器

位置､設置数､
外観的機能の
適否

目視 × ○ 無 - - - - ○ 無 ○ 無 無 ○ 無 3 0 1 0 0 0 4 0

消火器以外
の消火設備

消火設備点検
表による

× - - - - 無 ○ 無 0 0 1 0 0 0 1 0

損傷の有無 目視 × - - - - ○ 無 無 1 0 0 0 0 0 1 0
機能の適否 作動確認 × - - - - 無 0 0 0 0 0 0 0 0
損傷､脱落の
有無

目視 × ○ 無 ○ 無 ○ 無 - - - - ○ 無 ○ 無 ○ 無 ○ ○ 有 ○ 無 ○ 無 6 0 3 1 0 0 9 1

雨じまいの適否 目視 × ○ 無 - - - - ○ 無 ○ 無 ○ ○ 無 3 0 1 0 0 0 4 0
被覆材の塗装
状況及び腐食
の有無

目視 × ○ 無 ○ 無 ○ 無 - - - - ○ 無 ○ 無 ○ 無 ○ ○ 有 ○ 無 ○ 無 6 0 3 1 0 0 9 1

変形､損傷の
有無

目視 × ○ 無 ○ 無 - - - - ○ 無 ○ 無 ○ 無 ○ ○ ○ 有 ○ 無 ○ 無 5 0 4 1 0 0 9 1

固定ボルトの腐
食､ゆるみ等の
有無

目視（ゆるみ
の有無について
は､ハンマーテス
ト等による。）

× ○ 無 - - - - 無 ○ ○ 1 0 2 0 0 0 3 0

損傷の有無 目視 × △ 無 ○ 無 - - - - ○ 無 ○ 無 無 ○ 無 3 0 0 0 0 0 3 0

機能の適否 作動確認 × - - - - 無 0 0 0 0 0 0 0 0
漏えいの有無 目視 × ○ 無 ○ 無 ○ 無 - - - - ○ 無 ○ 無 無 5 0 0 0 0 0 5 0
異音､異常振
動､異常発熱
の有無

目視 × - - - - ○ 無 ○ 無 無 2 0 0 0 0 0 2 0

塗装状況及び
腐食の有無

目視 × ○ 無 ○ 無 - - - - ○ 無 ○ 無 無 ○ 無 4 0 0 0 0 0 4 0

固定ボルトの腐
食及びゆるみ
等の有無

目視又はハン
マーテスト等に
よる

× - - - - 無 0 0 0 0 0 0 0 0

加
熱
装

固定状況等の
適否

目視 × - - - - ○ 無 無 1 0 0 0 0 0 1 0

端子箱の損
傷､土砂等の
堆積、端子の
ゆるみ等の有

目視 × - - - - ○ 無 無 1 0 0 0 0 0 1 0

防食電位(電
流)の適否

電位計による
測定

× - - - - 無 0 0 0 0 0 0 0 0

漏えいの有無 目視 × ○ 無 ○ 無 - - - - ○ 無 無 ○ 無 3 0 0 0 0 0 3 0

機能の適否 作動確認 × - - - - 無 0 0 0 0 0 0 0 0
そ
の

× - - - - 無 0 0 0 0 0 0 0 0

○（活用可能と考える）/有（活用実績有）の個数 合計 18 20 66 0 52 0 53 0 8 0 0 0 0 0 114 0 76 1 54 0 32 0 20 12 69 1 31 15 80 0 441 21 132 13 31 15 604 49

消火設備

警報設備 ー

そ

の

他

タンク、配管
の保温(冷)

材

タンク支柱

ガス検知設備

ミキサー

電気防食設
備

水切り装置

防

油

堤

防油堤等

水抜き弁

排水溝、ため
ます等

電気設備 ー



ドローン飛行の際のリスク対策の実施状況

○:実施済み　×:未実施　-:未回答

事業者A 事業者B 事業者C 事業者D 事業者E 事業者F 事業者F 事業者G 事業者M 事業者N 事業者H 事業者I 事業者O 事業者J 事業者K 事業者L

1 飛行前、飛行当日におけるドローン飛行エリア入場者への、ドローン
飛行の実施及び飛行ルートに関する周知の徹底

○ - ○ ○ ○ - - ○ ○ × ○ ○ ○ ○ - ○ 6 3 2 11

2 飛行ルート上の作業員、交通量に応じた適切な監視体制 ○ - ○ ○ ○ - - ○ ○ × ○ ○ ○ ○ - ○ 6 3 2 11

3 他の飛行物が無いことを確認後飛行 ○ - ○ ○ × - - ○ ○ × ○ ○ ○ ○ - ○ 5 3 2 10

4 同一施設及び隣接設備も含め、同時飛行が無いことを確認 ○ - ○ ○ ○ - - × ○ × ○ ○ ○ ○ - ○ 5 3 2 10

5 鳥獣がいないことを確認後飛行 ○ - ○ ○ ○ - - ○ × × ○ ○ ○ ○ - ○ 5 3 2 10

6 操縦を担当する者の健康状態を確認 ○ - ○ ○ ○ - - ○ ○ × ○ ○ ○ ○ - ○ 6 3 2 11

7 悪天候、強風時での飛行
悪天候雨天時、飛行中止基準の瞬間風速を超えた場合、事前に
決めた飛行中止のアクションを実施

○ - ○ ○ ○ - - ○ ○ × ○ ○ ○ ○ - ○ 6 3 2 11

8

ドローンで使用する電波を良好に受信できない場合には、離陸地
点若しくは電波を良好に受信できる地点まで自動的に戻る機能
（自動帰還機能）又は電波を良好に受信できるまでの間は空中
で位置を維持する機能が作動すること

○ - ○ ○ ○ - - ○ ○ × × ○ × ○ - ○ 6 1 2 9

9

GPS等の電波を良好に受信できない場合には、その機能が復帰す
るまで空中で保持する機能、安全な場所に自動着陸を可能とする
機能又はGPS等以外 により位置情報を取得できる機能が作動す
ること

○ - ○ ○ ○ - - ○ × × × ○ × ○ - ○ 5 1 2 8

10
電池の電圧、容量又は温度等に異常が発生した場合
に、発煙及び発火を防止する機能並びに離陸地点まで自動的に
戻る機能若しくは安全な自動着陸を可能とする機能

○ - ○ ○ ○ - - × ○ × × ○ × ○ - ○ 5 1 2 8

11
自動航行の場合は、事前にGPS機能等に影響を受け
ない距離を確認し、影響のでる距離未満の接近禁止となるように設
定されていることを確認

○ - × ○ - - ○ ○ × × ○ × ○ - ○ 4 1 2 7

12 風速等による明確な飛行中止条件の設定 ○ - ○ ○ ○ - - ○ ○ × ○ ○ ○ ○ - ○ 6 3 2 11

13 飛行中止判断者の配置 ○ - ○ ○ ○ - - ○ ○ × ○ ○ ○ ○ - ○ 6 3 2 11

14 保安道路等、非危険なエリアでの離着陸の実施 ○ - ○ ○ ○ - - × ○ × ○ ○ ○ ○ - ○ 5 3 2 10

15 チェックリストによる飛行前の機体点検 ○ - ○ ○ ○ - - × ○ × ○ ○ ○ ○ - ○ 5 3 2 10

16 風況、飛行高度等に応じた危険なエリアとの離隔の想定 ○ - ○ ○ ○ - - × × × ○ ○ × ○ - ○ 4 2 2 8

17 風速の監視・連絡体制の確保 ○ - ○ ○ ○ - - ○ ○ × ○ ○ ○ ○ - ○ 6 3 2 11

18 プラント内における危険区域の精緻な設定方法に関するガイドライン
に基づく危険区域の明確化

× - ○ ○ ○ - - × × × ○ ○ × ○ - ○ 3 2 2 7

19

危険区域に落下する可能性がある場合は、機体の重さは○kg未
満の機体を使用
（機体重量は事業者により事前に個別設定
　ドローンガイドラインでは25kg以下）

× - × ○ ○ - - × × × ○ ○ ○ ○ - ○ 2 3 2 7

20 飛行時に風速を検知できるもの（吹き流し等）の使用及び、強風
を感知したときに操縦者に連絡できる体制

○ - ○ ○ ○ - - ○ ○ × ○ ○ ○ ○ - ○ 6 3 2 11

21
飛行を継続するための高い信頼性のある設計及び飛行の継続が
困難となった場合に機体が直ちに落下することのない安全機能を有
する設計がなされている機体を用いること

○ - ○ ○ ○ - - × ○ × × ○ ○ ○ - ○ 5 2 2 9

22 より高い技術を有する操縦士による操縦の実施 × - ○ ○ ○ - - × ○ × ○ ○ × ○ - ○ 4 2 2 8

23 安全に不時着させる位置を事前に決めておくこと ○ - ○ ○ ○ - - ○ × × ○ ○ ○ ○ - ○ 5 3 2 10

24

ドローン操作に必要スキルの追加、操作者のスキル評価による定量
化
（社内規程の整備、ドローンスクールのライセンス取得、飛行時間
の基準　等）

○ - × ○ ○ - - × ○ × ○ ○ ○ ○ - ○ 4 3 2 9

25 点検依頼可能なドローン業者の評価基準の明確化
（外部発注している場合）

× - × × × - - × × × ○ ○ ○ - ○ 0 2 2 4

26 事前のガス検知の実施 ○ - ○ ○ ○ - - ○ ○ × ○ ○ × ○ - ○ 6 2 2 10

27 防火・消火体制の確保 ○ - ○ ○ ○ - - ○ ○ × ○ ○ ○ ○ - ○ 6 3 2 11

28 衝撃等に強いバッテリーの選定 × - ○ ○ ○ - - ○ × × ○ × × ○ - ○ 4 1 2 7

29 固定ガス検知器等の監視（航行現場との通信可能とする）も加
え監視

× - ○ ○ ○ - - ○ × × × × × ○ - ○ 4 0 2 6

30 リチウムイオンバッテリーは変形がない、衝撃を受けてない、電解液の
漏洩がない、水漏れがない、膨れがない等を飛行前に点検

○ - ○ ○ ○ - - ○ ○ × ○ ○ ○ ○ - ○ 6 3 2 11

31
バッテリーの性能管理による定期的な交換。充放電回数及びバッテ
リーの消耗スピードを記録し、消耗スピード及び充放電回数、使用
年数から、使用期限を決め、使用期限を超えて使わないこと

○ - ○ ○ ○ - - ○ × × ○ ○ × ○ - ○ 5 2 2 9

32 事業所の部分停止または全体停止することを航行前に決め、周知 × - × × × - - × × × ○ × ○ - ○ 0 1 2 3

33 緊急連絡系統図を作成し、落下した際、連絡を速やかに実施 ○ - ○ ○ ○ - - ○ ○ × ○ ○ ○ ○ - ○ 6 3 2 11

34 外部のドローン事業者による飛行の場合は、ドローン事業者に施設
固有のリスクと対策を周知

○ - ○ ○ ○ - - ○ ○ × ○ ○ ○ - ○ 6 2 2 10

35
衝突可能性のある配管に対し、落下時に衝突の可能性がある箇
所を洗い出し、損傷すると内液が出る可能性のある部分は保護
タンクや設備の制御に影響の大きい配管は保護

○ - × ○ ○ - - ○ × × ○ × ○ - ○ 4 1 2 7

36 溜めます等の爆発性雰囲気が高い箇所の保護 ○ - × ○ ○ - - ○ × × ○ × ○ - ○ 4 1 2 7

37 屋外貯蔵タンク及び周辺設備等における落下時の危険性を操縦
者へ教育し、注意を促すこと

○ - ○ ○ ○ - - ○ ○ × ○ ○ ○ ○ - ○ 6 3 2 11

38
飛行前に事業所の運転者へ周知し、衝突・損傷があった際の対処
方法を想定しておく。また衝突に備えて、損傷計器がなんであるか
速やかに連絡できるように、現場に運転員を1名配置すること

× - × ○ ○ - - ○ ○ × ○ ○ ○ - ○ 4 2 2 8

39
ガス検知器が発報した際は高度を上げ、安全性を確認して、事前
に設定した空地に着陸。
監視人にガス検知器を携帯または可搬式ガス検知器を設置

○ - × ○ ○ - - × × × ○ ○ × ○ - ○ 3 2 2 7

40 飛行前に周囲のガス検知器による異常なし確認を行うとともに、飛
行時は固定式ガス検知器の検知なしを確認

○ - × ○ ○ - - ○ × × ○ ○ × ○ - ○ 4 2 2 8

41 飛行中にも関わらず、現場で作業して誤って爆発雰囲気を
発生させてしまう

飛行時は作業を実施しないように調整 ○ - ○ ○ ○ - - ○ ○ × ○ ○ ○ ○ - ○ 6 3 2 11

42 操縦者が航空法の飛行許可を得ている
ドローン操縦者が航空法の飛行許可/承認書を受領していることを
確認(申請書/承認書の写しを確認)

○ - ○ ○ ○ - - ○ ○ × ○ ○ × ○ - ○ 6 2 2 10

43 操縦者のスキルや体調が問題ないこと
ドローンライセンスの保有など飛行スキルが十分であることを確認
直近の飛行時間を確認

○ - ○ ○ ○ - - ○ ○ × ○ ○ ○ ○ - ○ 6 3 2 11

44 その他（自由記述） - - - - - - - - - - - - -

点検対象
及び周辺
設備への
飛行中ド
ローンの接

触

- - - - - -

○（実施済み）個数 合計 35 0 33 40 40 0 0 30 28 0 37 38 23 43 0 43 206 98 86 390

現在実施しているリスク対策

事業者 非破壊検査 ドローン

操縦者の技量

 作業員、通行車両、設備等の上空での飛行

金属施設近傍での磁気センサーの乱れ、GPSの不具合及
びドローンで使用する電波と同一の電波を使用する通信機
器等からの電波干渉による飛行への影響

ドローンの機能に不具合が生じ、ドローンが停止、落下するこ
と

 ドローンの飛行高度において、耐風性能を超える風速が生
じ、機体が流されること

ドローンが安全な航行が困難になった場合に、暴走させない
こと

落下等の衝撃によりバッテリーが破損し、着火すること

事故対処方法ついて、事前検討を行い、緊急連絡系統等
を策定し、飛行計画書に記載

ドローンが墜落し設備を損傷させる

全体

集計

事業者 非破壊検査 ドローン

※隣接する屋外貯蔵タンク間の飛行や腐食箇所の詳細な映像・写真撮影のために、ドローンを近接飛行（撮影対象から5m以内）させる場合に対策を検討する必要があるリスクと
して考えられる事象を調査。また、既に実施されているドローン飛行時のリスク対策と近接飛行時の対策があれば、併せて調査。

リスク対策

周辺もしくは近隣からガスが流入しガス検知器が発報する

No
大区分 中区分 小区分（具体的な対策）

爆発性雰囲気を生成する可能性がなく
火気の制限がないエリアにおけるリスクと対
策

爆発性雰囲気を生成する可能性がある
エリア近傍や火気の制限があるエリアの近
傍における追加のリスクと対策

ドローン飛行を行う屋外貯蔵タンク及び周
辺設備の固有のリスクと対策



ドローン飛行の際のリスク対策の実施状況

1 飛行前、飛行当日におけるドローン飛行エリア入場者への、ドローン
飛行の実施及び飛行ルートに関する周知の徹底

2 飛行ルート上の作業員、交通量に応じた適切な監視体制

3 他の飛行物が無いことを確認後飛行

4 同一施設及び隣接設備も含め、同時飛行が無いことを確認

5 鳥獣がいないことを確認後飛行

6 操縦を担当する者の健康状態を確認

7 悪天候、強風時での飛行
悪天候雨天時、飛行中止基準の瞬間風速を超えた場合、事前に
決めた飛行中止のアクションを実施

8

ドローンで使用する電波を良好に受信できない場合には、離陸地
点若しくは電波を良好に受信できる地点まで自動的に戻る機能
（自動帰還機能）又は電波を良好に受信できるまでの間は空中
で位置を維持する機能が作動すること

9

GPS等の電波を良好に受信できない場合には、その機能が復帰す
るまで空中で保持する機能、安全な場所に自動着陸を可能とする
機能又はGPS等以外 により位置情報を取得できる機能が作動す
ること

10
電池の電圧、容量又は温度等に異常が発生した場合
に、発煙及び発火を防止する機能並びに離陸地点まで自動的に
戻る機能若しくは安全な自動着陸を可能とする機能

11
自動航行の場合は、事前にGPS機能等に影響を受け
ない距離を確認し、影響のでる距離未満の接近禁止となるように設
定されていることを確認

12 風速等による明確な飛行中止条件の設定

13 飛行中止判断者の配置

14 保安道路等、非危険なエリアでの離着陸の実施

15 チェックリストによる飛行前の機体点検

16 風況、飛行高度等に応じた危険なエリアとの離隔の想定

17 風速の監視・連絡体制の確保

18 プラント内における危険区域の精緻な設定方法に関するガイドライン
に基づく危険区域の明確化

19

危険区域に落下する可能性がある場合は、機体の重さは○kg未
満の機体を使用
（機体重量は事業者により事前に個別設定
　ドローンガイドラインでは25kg以下）

20 飛行時に風速を検知できるもの（吹き流し等）の使用及び、強風
を感知したときに操縦者に連絡できる体制

21
飛行を継続するための高い信頼性のある設計及び飛行の継続が
困難となった場合に機体が直ちに落下することのない安全機能を有
する設計がなされている機体を用いること

22 より高い技術を有する操縦士による操縦の実施

23 安全に不時着させる位置を事前に決めておくこと

24

ドローン操作に必要スキルの追加、操作者のスキル評価による定量
化
（社内規程の整備、ドローンスクールのライセンス取得、飛行時間
の基準　等）

25 点検依頼可能なドローン業者の評価基準の明確化
（外部発注している場合）

26 事前のガス検知の実施

27 防火・消火体制の確保

28 衝撃等に強いバッテリーの選定

29 固定ガス検知器等の監視（航行現場との通信可能とする）も加
え監視

30 リチウムイオンバッテリーは変形がない、衝撃を受けてない、電解液の
漏洩がない、水漏れがない、膨れがない等を飛行前に点検

31
バッテリーの性能管理による定期的な交換。充放電回数及びバッテ
リーの消耗スピードを記録し、消耗スピード及び充放電回数、使用
年数から、使用期限を決め、使用期限を超えて使わないこと

32 事業所の部分停止または全体停止することを航行前に決め、周知

33 緊急連絡系統図を作成し、落下した際、連絡を速やかに実施

34 外部のドローン事業者による飛行の場合は、ドローン事業者に施設
固有のリスクと対策を周知

35
衝突可能性のある配管に対し、落下時に衝突の可能性がある箇
所を洗い出し、損傷すると内液が出る可能性のある部分は保護
タンクや設備の制御に影響の大きい配管は保護

36 溜めます等の爆発性雰囲気が高い箇所の保護

37 屋外貯蔵タンク及び周辺設備等における落下時の危険性を操縦
者へ教育し、注意を促すこと

38
飛行前に事業所の運転者へ周知し、衝突・損傷があった際の対処
方法を想定しておく。また衝突に備えて、損傷計器がなんであるか
速やかに連絡できるように、現場に運転員を1名配置すること

39
ガス検知器が発報した際は高度を上げ、安全性を確認して、事前
に設定した空地に着陸。
監視人にガス検知器を携帯または可搬式ガス検知器を設置

40 飛行前に周囲のガス検知器による異常なし確認を行うとともに、飛
行時は固定式ガス検知器の検知なしを確認

41 飛行中にも関わらず、現場で作業して誤って爆発雰囲気を
発生させてしまう

飛行時は作業を実施しないように調整

42 操縦者が航空法の飛行許可を得ている
ドローン操縦者が航空法の飛行許可/承認書を受領していることを
確認(申請書/承認書の写しを確認)

43 操縦者のスキルや体調が問題ないこと
ドローンライセンスの保有など飛行スキルが十分であることを確認
直近の飛行時間を確認

44 その他（自由記述）

○（実施済み）個数 合計

操縦者の技量

 作業員、通行車両、設備等の上空での飛行

金属施設近傍での磁気センサーの乱れ、GPSの不具合及
びドローンで使用する電波と同一の電波を使用する通信機
器等からの電波干渉による飛行への影響

ドローンの機能に不具合が生じ、ドローンが停止、落下するこ
と

 ドローンの飛行高度において、耐風性能を超える風速が生
じ、機体が流されること

ドローンが安全な航行が困難になった場合に、暴走させない
こと

落下等の衝撃によりバッテリーが破損し、着火すること

事故対処方法ついて、事前検討を行い、緊急連絡系統等
を策定し、飛行計画書に記載

ドローンが墜落し設備を損傷させる

※隣接する屋外貯蔵タンク間の飛行や腐食箇所の詳細な映像・写真撮影のために、ドローンを近接飛行（撮影対象から5m以内）させる場合に対策を検討する必要があるリスクと
して考えられる事象を調査。また、既に実施されているドローン飛行時のリスク対策と近接飛行時の対策があれば、併せて調査。

リスク対策

周辺もしくは近隣からガスが流入しガス検知器が発報する

No
大区分 中区分 小区分（具体的な対策）

爆発性雰囲気を生成する可能性がなく
火気の制限がないエリアにおけるリスクと対
策

爆発性雰囲気を生成する可能性がある
エリア近傍や火気の制限があるエリアの近
傍における追加のリスクと対策

ドローン飛行を行う屋外貯蔵タンク及び周
辺設備の固有のリスクと対策

○:近接飛行では実施が必要と考える対策　-:未回答

事業者A 事業者B 事業者C 事業者D 事業者E 事業者G 事業者M 事業者N 事業者H 事業者I 事業者O 事業者J 事業者K 事業者L

○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ 7 3 2 12

○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ 7 3 2 12

○ - ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ 6 3 2 11

○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ 6 3 2 11

○ - ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ - ○ 6 2 2 10

○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ 7 3 2 12

○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ 7 3 2 12

○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　 ○ ○ - ○ 7 1 2 10

○ - ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ - ○ 6 1 2 9

○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ - ○ 7 1 2 10

○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ - ○ 7 1 2 10

○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ 7 3 2 12

○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ 7 3 2 12

○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ 7 3 2 12

○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ 7 3 2 12

○ - ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ - ○ 6 2 2 10

○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ 7 3 2 12

○ - ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ - ○ 6 3 2 11

○ - × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ - ○ 5 2 2 9

○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ 7 2 2 11

○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ - ○ 7 2 2 11

× - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ 6 2 2 10

○ - ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ - ○ 6 3 2 11

○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ 7 2 2 11

○ - ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ - ○ 6 2 2 10

○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ 7 3 2 12

○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ 7 3 2 12

○ - ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ - ○ 6 2 2 10

× - ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ - ○ 5 1 2 8

○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ 7 3 2 12

○ - ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ - ○ 6 2 2 10

○ - × ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ - ○ 4 3 2 9

○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ 7 3 2 12

○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ 7 2 2 11

○ - ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ - ○ 6 2 2 10

○ - ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ - ○ 6 2 2 10

○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ 7 2 2 11

× - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ 6 2 2 10

○ - ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ - ○ 6 3 2 11

○ - ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ - ○ 6 3 2 11

○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ 7 3 2 12

○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ 7 2 2 11

○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ 7 2 2 11

- - - - - - - - - - -

適切な補
助者配置
による注意
喚起及び
機体への
衝突回避
機能の付
与による対

- - - - - -

40 0 41 43 41 42 28 43 37 43 22 43 0 43 278 102 86 466

タンク近接でのドローン飛行に必須のリスク対策

事業者 非破壊検査

集計

事業者 非破壊検査 ドローン 全体
ドローン
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